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1. 日本人 2 型糖尿病患者の個別化治療におけるインスリン療法に関する研究
(内科学(第三)助教)大屋純子
佐竹高子研究奨励賞(第 25 回)
1.ヘルパー T 細胞の分化を運命づける樹状細胞の機能分子の探索 (微生物学免疫学助教)大森深雪
中山恒明研究奨励賞(第 3 回)
1.転移前ニッチ形成を標的とした新規がん治療への展開 (薬理学助教)出口敦子
2. 再生医療のための移植用心筋組織内残存未分化 iPS 細胞除去手法開発
























Block 1 14: 45~ 15 : 35 座長(消化器・一般外科)小寺由人・(小児科)平津恭子
1.重症筋無力症と Isacs 症候群に合併した後天性血友病 A
e卒後臨床研修センタペ 2神経内科血液内科)0 金野 史1 ・0 武田貴裕2 • 
鈴木美紀2 ・清水優子2 ・飯嶋 睦2 ・田中淳司3 ・北JII 一夫2
2. 診断が困難であった関節リウマチの l例
(東医療センター 1卒後臨床センター内科) 0 荒井誠大1.
。高木香恵、2 ・小川哲也2 ・佐倉 宏2
3. 肺腺癌化学療法中に皮膚転移と小腸転移をきたし小腸穿孔を起こした 1例
e卒後臨床研修センタペ 2内科学(第一)， 3病理診断科皮膚科外科学(第二) ) 0 土屋海士郎1.
。有村健2 ・山本智子3 .武山 廉2 ・多賀谷悦子2 .近藤光子 2 • 
川島 虞4 ・岡本高宏5 ・長嶋洋治3 ・玉置 淳2
4. 上行結腸 angioectasia からの出血を同定し得た慢性腎不全合併 2 型糖尿病の 1例
e卒後臨床研修センター，
。吉田宣子2 ・花井 豪2 ・内潟安子2
5. 脳幹型 PRES 血栓性微小血管障害症を呈した悪性高血圧の 1例
(東医療センター 1 卒後臨床研修センターメ内科) 0 板倉卓司 1.
小川哲也2 ・樋口千恵子2 ・0 興野藍2 ・佐倉宏2
Block 2 15: 35~ 16 : 15 座長(皮膚科)石黒直子・(腎臓内科)井野文美
6. 全身麻酔中にアナフイラキシー様反応を引き起こした 1例
(東医療センター l卒後臨床研修センタペ 2麻酔科耳鼻咽喉科) 0 長田宜子1.
。市川順子2 ・丸測貴仁2 ・貞安 令3 ・西山圭子2 ・0 小森万希子2
7. 劇症型心筋炎を 2 度発症し救命し得た 1例
(東医療センター I卒後臨床研修センター内科心臓血管診療部病理診断科) 0 小泉元彦1.
松居ー悠2. O 中嶋 俊2 ・中岡隆志2 ・河村俊治4 ・佐倉 宏2 ・布田伸一3
8. 経皮的卵円孔閉鎖術により著明な改善が得られた platypnea-orthodeoxia 症候群の 1例
e卒後臨床研修センター循環器内科循環器小児科)0 生形 盟1.
。小暮智仁2 ・杉山 央3 ・関口治樹2 ・鈴木 敦2 ・芹津直紀2 • 
鈴木豪2 ・志賀 剛2 ・朴仁三3 ・萩原誠久2
9. 抗酸菌による繰り返すペースメーカ感染の加療中に血小板減少症を併発した 1例
e卒後臨床研修センター循環器内科心臓血管外科感染症科血液内科)0 大川拓也1.
。菊池規子2 .庄田守男 2 ・谷野紗恵2 ・鈴木 敦2 ・芹津直紀2 ・志賀 剛2 • 
萩原誠久2 ・斎藤 聡3 ・山崎健二3 ・菊池 賢4 ・篠原明仁5 ・田中淳司5
< 休憩 >
Block 3 16: 30~17 : 20 座長(麻酔科)深田智子・(救命救急センター)武田宗和
10. Thyroid-like folicular renal cell carinom (TLF-RC) の l例
e卒後臨床研修センター病理診断科泌尿器科)0 木村美和1.
山本智子2 ・高木敏男 3 .近藤恒徳 3 ・0 長嶋洋治2
11.腎腫蕩の画像を呈した右傍腎孟に発生した後腹膜神経鞘腫と多発神経鞘腫の既往から Schwanomtsi
と診断した症例
e卒後臨床研修センター泌尿器科)0 越智満久1 . O 近藤恒徳、2 ・田遺一成2
12. 過剰腺に生じた縦隔副甲状腺腫の 1例
e卒後臨床研修センタペマL腺・内分泌外科呼吸器外科病理診断科)橋口浩実 1 ・徳光宏紀2 • 
-34-
35 
前田英之3 ・神崎正人3 .長嶋洋治 4 ・宇都健太4. O 岡本高宏2
13. 外科手術に至った高齢発症の憩室性大腸炎が疑われた 1例
e卒後臨床研修センター消化器内科消化器外科)0 高鹿美姫1 ・任芝 杏 1 ・柏木宏幸2 • 
伊藤亜由美2 ・米沢麻利亜2 .大森鉄平 2 ・0 高山敬子2 .飯塚文瑛 2 • 
中村真一2 .徳重克年 2 ・大木岳志3 .井上雄志 3 ・山本雅一3
14. 進行胃癌に対し審査腹腔鏡が有用であった 1例
e卒後臨床研修センター消化器外科)0 藤川秀爾1 ・0 山田卓司2 • 
谷口清章2 ・瀬下明良2 .三宅邦智 2 ・天野久仁彦2 .山本雅一 2
Block 4 17: 20--18 : 0 座長(血液内科)吉永健太郎・(神経内科)白井優香
15. 小児各科の協力にてターミナルケアを行った Duchene 型筋ジストロフィーの成人男性
e卒後臨床研修センター小児科循環器小児科腎臓小児科)0 新井里子1.
松丸重人2 ・佐藤孝俊2 .七字美延 2 ・石黒久美子2 .村上てるみ 2 ・立川恵美子2 • 
工藤恵道3 ・稲井 慶3 ・石塚喜世伸4. O 石垣景子2 ・永田 智2
16. 未熟児網膜症スクリーニング時に発見された先天網膜分離症の 1例
e卒後臨床研修センター眼科新生児医学科)0 輪島 京1.
。丸子一朗2 ・古泉英貴2 ・飯田知弘2 ・内山 温3 ・楠田 聡3
17. 胆汁性眠吐，心筋炎を呈し診断に難渋した好酸球増多症候群の 1 歳女子例
e卒後臨床研修センタペ 2小児科腎臓小児科)0 山村恭一1.
。鏑木陽一郎2 ・千葉幸英2 ・鶴田敏久2 ・服部元史3 ・永田 智2
18. てんかんに似た発作性症状を呈した生体腎移植後のナルコレプシーの 1 女子例
e卒後臨床研修センター小児科腎臓小児科)0 岡橋昌己1 ・0 伊藤 進2 • 
柳下友映2 ・大谷ゆい2 ・衛藤 薫2 ・竹下暁子2 ・平津恭子2 • 





















まず Activn A を主とした刺激により， definitive endo-
derm へ誘導し，内目玉葉分化マーカーである sox17 . 






えられている，転写因子 Pax8 . Nkx2- 1，さらに，甲状
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平成 29 年度(第 56 回)吉阿弥生研究奨励賞授与式 13 : OO~ 13 : 15
選考経過報告 理事長・学長吉岡俊正
内科学(第三)柳津慶香妊娠糖尿病における分娩後耐糖能異常のリスク因子の検討
平成 28 年度(第 5 回)吉岡弥生研究奨励賞受賞者研究発表 13 : 15~14 : 15
(座長)副会長橋本悦子
1.抗アクアポリン 4 抗体陽性視神経脊髄炎関連疾患患者の妊娠に関連した再発リスクの検討
1 神経内科東北大学神経内科八千代医療センター神経内科， 4 }II 貢天堂大学神経内科総合研究所研究部
清水優子1. 藤原一男大橋高志3 .中島一郎 2 .横山和正 4 • 
池口亮太郎1 ・高橋利幸2 ・三須建郎2 ・清水 悟5 ・青木正志2 ・北JII 一夫l
2. Caenorhabditis elegans における cd-42 の機能解析 生理学(第二)上原朋子
3. マウスにおける感染による声帯周囲の炎症の検討について
l 麻酔科学病理学(第二)， 3 感染対策部感染症科神奈川県立こども医療センター
虻川有香子1 ・小田秀明2 ・菊池 賢3 ・広木公~4 ・尾崎 員l





本学名誉教授，昭和 36 年卒業生 黒島淳子先生
新潟大学人文社会・教育科学系教授創生学部担当 渡遠洋子先生




究所研究部) 清水優子1. 藤原一男 2 • 
大橋高志3 .中島一郎 2 .横山和正 4 • 
池口亮太郎1. 高橋利幸2 ・三須建郎2 • 
清水悟4 ・青木正志2 ・北川一夫l
抗アクアポリン 4 (aquporin-4: AQP4) 抗体陽性視
神経脊髄炎関連疾患 (neuromyelits optica spectrum 




討 し た 対 象 は 抗 AQP4 抗体陽性の日本人女性
NMOSD139 例のうち，経過を観察しえた 14 例.そのう
ち経産婦は 47 例で全妊娠数 56. 妊娠前・妊娠中・出産
後 l年以内の年間再発率 (anual relapse rate : AR) 
を検討した.その結果， 47 例の経産婦 NMOSD のうち
2 例 (46.8%) は，妊娠・出産に伴う再発をきたしてい
た. ARR は妊娠前 (0.57 :t 1. 16) と比較し出産後 3 か
月以内(1. 80 土 2.04) で有意に高値であった (p=0.043) . 
多発性硬化症 (multiple sclerosis : MS) のような妊娠中
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平成 28 年度東京女子医科大学医学部・基礎系教室研究発表会
日時:平成 28 年 12 月 2 日(木) 13: 0-17 : 0
場所:東京女子医科大学臨床講堂 I
主催:基礎医学系教授会
1. BCL-2 ファミリーを標的とした小細胞肺癌治療 (病理学(第二) )山内 茜
2. Yeast Two-Hybrid を用いた相互作用分子の探索 (薬理学)大森勉
3. 網膜傷害後の Muler グリアの細胞周期進入と DNA 損傷応答 (解剖学)蒋池かおり
4. 内科共通クラークシップ導入とその評価の検討 (医学教育学)村崎かがり
5. わが国における青年の携帯電話利用状況と脳腫蕩擢患率との関連 (衛生学公衆衛生学(二) )佐藤康仁
6. 法医学での DNA 解析による個人識別に利用可能な SNPs の探索 (法医学)町田光世
7. 接触型シグナル伝達のもたらす位置情報が心外膜・冠動脈前駆体の心臓への移動を制御する
(生物学)石井泰雄












研究では， ABT-263 耐性の克服を目指し， ABT-263 のア
ポトーシス活性を促進可能な薬剤のスクリーニングを
行った. 1069 種類の薬剤を含む 2種類の薬剤ライブラ
リーを用いたスクリーニングの結果， doxrubicn を含
むアントラサイクリン系薬剤および， dinaci c1 ib を含む
CDK 阻害薬を同定した実際に doxru bicin および







2. Searching for interactive molecus using the 
Yeast Two-Hybrid sytem 
(Departmn of Pharmcolgy) 
-45-
Tutomu OMORI 
The Yeast Two-Hybrid (Y2H) sytem is one of the 
methods for anlyzing protein-protein interactions. The 
protein of interest is caled as the bai t. The fusion pro-
tein ， such as hunted unkown protein ， is caled as the 
prey. If the bait and the prey have intermolecular inter-
action ， they transcript several reporter gens and result 
in growth the yeast on the selective medius. Based 
upon those results ， we identify positive ， negative ， and 
false-positive c1 ones. While the Y2H can sucesfuly 
recognize true protein-protein bindings ， it also hunts a 
number of false-psitives. The distinction betwn posi-
tives and false-positives has ben the toughest chal-
lenge in this sytem. Thanks to individual resarchers 
and many manufctres ， protcols and comerial 
products are easily available nowadys. Not only folow-
ing those protcols ， but we simultaneously have tried 
some verification and interlaced various methods. 
Those proceses could be miscelaneous and someti 
lead the screnigs to devastaing end. Howevr ， a 
major reason we kep try screnig is that the Y2H 
sytem is a mixture of god and bad and there is alwys 
a posibility to find a new ， unkown bindg partner. 
Althoug the sytem is not perfec t， we have used this 
strategy as to reval the molecular mechanis of can-
cer metastasi and so far. Sevral paers are already 
published and some are still working. Considering a 
time and efort ， the Y2H sytem may be difficult as a 
雑報
O 編集担当幹事会
日 時 平 成 28 年 11 月 7 日(月) 17: 30~ 
場所総合外来センター 1階セミナ一室
議題東京女子医科大学雑誌 87 巻 l号査読結果審




日時 平 成 29 年 1月 10 日(火) 17: 30~ 
場所総合外来センター 1 階セミナ一室
議題東京女子医科大学雑誌 87 巻 2号査読結果審






日時 平 成 28 年 12 月 20 日(火) 17: 30~ 
場所 E 会議室
議題 第 82 回総会報告，第 35 回例会，第 3 回吉
阿弥生記念講演会(第 356 回例会) .平成 29
年評議員会，第 83 回総会，その他について
O 第 35 回例会










































編集担当幹事:阿部光一郎 青見茂之 江川裕人O 測之上昌平 萩原誠久 林和彦
平津恭子 稲田健 石田英樹 神尾孝子O 糟谷英俊 木林和彦
北川一夫 松井英雄 森本聡 南家由紀 野中学 棲井裕之
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2. 総会を年 1 回開催し庶務会計，監査報告ならびに学術講演を行う.
3. 例会を年 2 回開催し学術に関する講演討論等を行う.
評議員会・幹事会














第 13 条 本会で講演または討論する者は本会会員に限る.但し，会長の許可を得た者はその限りではない.




3. この会則は，平成 24 年 10 月 1 日より施行する.
東京女子医科大学学会内規

























1) 年 2 回. 5 月. 2 月に行う.




























2. この内規は，平成 27 年 10 月 1 日より施行する.
東京女子医科大学雑誌投稿規定
































頁，報告は 2頁まで無料，超過 l頁につき 5，0 円と
する.別刷は 50 部単位で表紙に明記し実費とする.
6. 投稿期日:随時受け付けるが，偶数月 7 日を締切とす
る.



























3) 原稿上限:原著・総説は刷上り 10 頁(図表含む)程





















8) 文献:本文引用 }II 買に文献番号を付け，本文引用部分
に肩書きする. 2 つ以上の引用は 11) ~5) J 11) 3) 
6)J と記載する.本文最後に文献番号順に配列した
リストを記載する.著者は 3名まで記載し残りは






医大誌 56 : 68-67 ， 1986 
2) Quimby GF ， Bonice CA ， Burnstei SH et al: 
Active smoking deprse prostaglndie sys-
thesis in human-gastric mucosa. An Intern Med 
104: 61-619 ， 1986 
3) Jurgens HA ， Johns RW: Dysregulated neuro-
nal ・microglial cros-talk during agin ， stres and 
inflamtion. Exp Neurol 201 ， doi: 10.106/ 
j.expnuro l. 201. 1. 014 ， Published onlie 
(acesed on Aug 28 ， 2010) 
〔図書の記載例〕
1)城所良明:神経筋接合の形成. I筋発生の細胞生物
学J (小沢英二郎，嶋田 裕，真崎知生編)， p259-
28 ，学会出版センター，東京 (1983)
2) Kahn CR ， Roth J: Insulin recptorsin desae 
states. In Hormne-Rcpt Interaction (Levy 
GS ed) ， pl-29 ， Marcel Dekr ， New York (1981) 
3) Bargman JM ， Skoreci K: Part 13. Disordes of 
the Kidney and Urinay Tract. Chapter 280. 
Chronic Kidney Disease. In Harison's Online. 
The McGraw-Hil Companies ， New York. htp:/ 
w.acesmedicne.com/conte t. aspx?id 
=913075 (acesed on Sep 5， 201) 
9) 要旨:和英論文とも，和文要旨(本文 80 文字程












東京女子医科大学中央校舎 3 階 学 会 室
Tel ・代表: 03-53-81 (内線 2314)
Tel & Fax: 03-5269-7403 (直通)
E-mail adres:gaki.b@twmu.acjp 



































































口症例 Case Report 
口患者 Patient 
口主訴 Chief cαnplaint 
口既往歴 History of past i I Ines
日現病歴 History of presnt i I Ines













口「開示すべき利益相反状態はない。J rThe author(s) indicated no confl icts of interest. J などと記載する
くある場合>







口終頁は省略しない (例)正: 234-236 誤: 234-6 
口その他、記述法が正しい
く雑誌の場合>
1)著者名 3 名+ほか または et al :論文のタイトル.雑誌名の略記巻(号) :始頁ー 終頁，発行年
く著書(和文)の場合>
2) 著者名 3 名+ほか:引用章タイトル書名 J (編集・監修者名)， pp 始頁ー終頁，出版社，出版地(発行年)
く著書(英文)の場合>




























口本文 20 words 程度


















一 題 一一 表 一一 文 一一A問一
= = n H
一
名 著者全員の署名が必要です。欄が足りない場合はコピーして 2 枚提出して下さい。
① 年 月 日 ② 年 月 日
③ 年 月 日 ④ 年 月 日
⑤ 年 月 日 ⑥ 年 月 日
原稿種類 口に〆または×を入れて下さい。
口原著(口学位申請論文) 口総説 日報告 口ほか (
原著・学位申請論文の場合、教授・講座主任または指導者の署名が必要です。
| 連絡先 口医局・教室 口出張先 口自宅
氏名 l所属|
住所 T 
Tel | 恥 | IE-maω 吋
請求書宛名| 口筆頭著者名 口医局・教室名 口ほか (
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劃臨製蛾 03-914 鼠毘!I sale@kyorin .co .jp 
否林舎
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